
出所： 科学技術政策担当大臣等政務三役と総合科学技術・イノベーション会議有識者議員との会合(2023年9月7日)資料より蓮舫事務所作成

令和5年12月12日 参議院文教科学委員会 立憲民主・社民 蓮舫
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出所：衆議院文部科学委員会(2023年11月15日)議事速報(未定稿)をもとに蓮舫事務所作成 令和5年12月12日 参議院文教科学委員会 立憲民主・社民 蓮舫
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○池田政府参考人 お答え申し上げます。総合科学技術 ・イ ノベーシ ョン会議が令和
四年二月一日に取りまとめた 「世界と伍する研究大学の在り方について 」を踏まえ、
文部科学省におきまして 、国立大学法人法における合議体の位置づけについて、具
体的な検討を開始いたしました。
文部科学省が法制上の検討を進める上で、本年七月から八月にかけて、国立大学

協会や、国際卓越研究大学に申請中であった国立大学法人の学長とも意見交換を
実施して 、国際卓越研究大学であるか否かにかかわらず、大学の活動の充実に必要
な運営機能を強化するという観点から、事業規模が特に大きい五つの国立大学法人
については、運営方針会議を必置とするとともに 、その他の国立大学法人について
は、文部科学大臣の承認を受けて運営方針会議を設置することも可能であるという
方向性を整理したところでございます。
その後、科学技術 ・学術審議会の大学研究力強化委員会や、総合科学技術 ・イ ノ
ベーシ ョン会議の有識者議員懇談会、そして 、国立大学協会の会議などにおいて、
改正案の内容をお示ししながら法律案をまとめたところでございます。

○宮本 （岳 ）委員 七月から八月にかけて、政府内で検討した、また個別に意見を聞
いたというんですけれども 、教職員含めて、国立大学関係者にちゃんと説明したり 、
協議をしたりする場を持って 、本当に納得を得ながら進めてきたのか。どうなんです
か。国立大学関係者に説明する場というのは、どれだけ持ったんですか。

○池田政府参考人 お答え申し上げます。先ほど申し上げましたとおり 、国際卓越研
究大学に申請中であった国立大学の学長を始め、基本的には学長にお話をしたとい
うことでございますので、執行部や学内で一定程度共有されたかと思いますし、それ
から、国立大学協会に対しても御説明を申し上げてきたということでございます。

※この議事速報 （未定稿 ）は、審議の参考に供するための未定稿版で、一般への公開用ではありません。 後刻速記録を調査して処置することと
された発言、理事会で協議することとされた発言等は、原発言のまま掲載しています。 今後、訂正、削除が行われる場合がありますので、審議
の際の引用に当たっては正規の会議録と受け取られることのないようお願いいたします。



出所：「令和４年度大学設置基準等の改正について」(文部科学省）をもとに蓮舫事務所作成 令和5年12月12日 参議院文教科学委員会 立憲民主・社民 蓮舫
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